
令和６年７月１２日　　
京丹後市青少年スポーツ協会
加盟団体の代表者　様
京丹後市青少年スポーツ協会　　　
会長　谷口　正郎　　
（公印省略）　
青少年スポーツ活動における熱中症特別警戒アラートにかかる判断基準について

猛暑の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
平素は、スポーツを通じた青少年の健全育成に格別の御指導を賜り厚くお礼申し上げます。
報道などにより既にご存知のことと思いますが、令和6年4月24日から環境省より「熱中症特別警戒アラート」の運用が開始されております。
つきましては、京丹後市教育委員会から別紙のとおり「青少年スポーツ活動における熱中症特別警戒アラートにかかる判断基準について」の通知がありました。これまでから各スポーツ教室の活動等において熱中症対策を講じていただいておりますが、別紙資料を参考にして、熱中症事故防止のための適切な対応を徹底していただきますようお願いいたします。
　判断に迷われた際は、無理をせず安全を最優先に考え、対応をお願いします。
　別紙１：京丹後市青少年スポーツ協会判断基準
　参　考：京丹後市教育委員会　市立小・中学校の判断基準
：日本スポーツ協会 熱中症予防ガイドブック
　　　　：厚生労働省　熱中症予防のために
　　　　：環境省　運動・スポーツ活動時の注意事項
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（問い合わせ先）
京丹後市青少年スポーツ協会事務局
（京丹後市教育委員会
（青少年スポーツ協会HP）　　　　　　　　　　　生涯学習課スポーツ推進室 内）
TEL:０７７２-６９-０６３０
	暑さ指数
（WBGT）
	湿球温度
	乾球温度
	熱中症予防指針

	35以上
	
	
	原則運動は中止

	33以上
	
	
	（活動条件）
　①空調設備や、夏の日差しを遮るための設備等が整っている環境にあること。
　②すべての関係者の体調が確認できる体制が整っていること。
　③一時救命処置保持者、看護師等が常駐し、熱中症の疑いのある症状が見られた場合には、速やかに対応できる環境が整っていること。
　④適切な水分・塩分補給や休憩ができる環境であること。
　　※屋外での運動は、上記の体制を満たしていても、原則中止とする。
　　※屋内での運動は各団体の判断とする。

	31以上
	27℃以上
	35℃以上
	（活動条件）
　①空調設備や、夏の日差しを遮るための設備等が整っている環境にあること。
　②熱中症の疑いのある症状が見られた場合には、速やかに対応できる環境が整っていること。
　③適切な水分・塩分補給や休憩ができる環境であること。
　④一時救命処置保持者が常駐し、熱中症の疑いのある症状が見られた場合には、速やかに対応できる環境が整っていること。
　　※屋外での運動は、上記体制が取れていない場合は、原則中止とする。
　　※屋内での運動は各団体の判断とする。


※「一時救命処置保持者」
心肺蘇生法及びAED の一次救命処置に係る救急救命の講習を受けており一次救命処置ができる、 かつ熱中症の応急処置について理解しており、処置行動がとれる者
※間人のWBGTの確認方法
	暑さ指数
（WBGT）
	湿球温度
	乾球温度
	熱中症予防指針

	28～31
	24～27℃
	31～35℃
	①熱中症の危険性が高いので、激しい運動など体温が上昇しやすい運動は避ける。
②10分～20分おきに休憩をとり水分・塩分を補給する。
※暑さに弱い人は運動を軽減または中止する。


	25～28
	21～24℃
	28～31℃
	　①熱中症の危険が増すので積極的に休憩をとり、適宜、水分・塩分を補給する。
　②激しい運動では、30分おきぐらいに休憩をとる。


	21～25
	18～21℃
	24～28℃
	　①熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。
　②熱中症の兆候に注意し、運動の合間に積極的に水分・塩分を補給する。



熱中症特別警戒アラート





熱中症警戒アラート（観測点：間人）
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